
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 回
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

Ａ 計画どおり事業を実施することが適
当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通

街頭キャンペーンでグッズを配布するなど、普及啓発に取り組んだ。
また、ゲートキーパー養成講座、こころの健康講座を行った。

1,590,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括）

-1.8%

840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,690,000 1,690,000 1,690,000 1,660,000

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 200 200 200 200 0.0% 200

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 840,000 840,000 840,000 840,000

850,000 820,000 -3.5% 750,000
⑤一般財源

0.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

収入合計 850,000 850,000

750,000

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金 850,000 850,000 850,000

750,000
⑤その他 50,000

③地方債

67,735
支出合計（Ａ） 850,000 850,000 850,000 820,000 -3.5%

71.2%110,000 115,950

820,000 -3.5%

80,000

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
740,000 704,050 -10.0% 670,000

26年度
決算増減率

②委託料

予算現額 決算額 予算現額 決算額

18

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 800,000 782,265

2
4 4

成
果
指
標

自殺者数(前年) 20 20 20 18 90.0%

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

ゲートキーパー養成研修会実施回数 3 3
計画 実績 計画 実績

25年度 26年度

100.0% 4
街頭キャンペーン実施回数 2 2 2 2 100.0%

協働している

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要 こころの健康に関する正しい知識の普及や相談機関の周知を行う。

対　   　象 市民全体

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 25-１　健康意識の高揚 市民協働の状況

手       段
（活動指標）

グッズを活用して普及啓発を行う。
また、ゲートキーパー養成研修会を実施する。

意       図
（成果指標）

市民一人ひとりが自殺予防のために行動できる。

目 1.社会福祉総務費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

平成26年度

施  策  名 25　健康づくりの推進

1.社会福祉費

係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1077

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 地域自殺対策緊急強化事業

事  業  期　間 開始年度 平成22年度

予 算 事 業 名 地域自殺対策緊急強化事業



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 箇所
③ 円
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

施設は築27年が経過し、冷暖房等老朽化が進んでいるため、計画
的な補修修繕が必要である。また、新築される労災病院の近隣
に、健康センター機能と包括支援センター機能を含めた保健・医
療・介護連携拠点施設の建設が決定しているため、現在の健康セ
ンターをどのようにするか、検討していく必要がある。

評
価
結
果

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない負担割合の適正化

自治体関与の妥当性

対象の妥当性
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

光熱水費の削減に努めた。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ｂ

効  率  性 Ｂ

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

３ あり

妥　当　性 Ａ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

400

5,950,464 2.8%

1 1

5,826,000

人
件
費 1,680,000 1,680,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,230,000 5,790,088 6,091,525

400 0.0%

1,680,000 1,680,000 1,680,000 0.0%円）（Ｂ）

400 400

①事務事業に携わる正規職員数 1

③人件費（②×＠ 4,200

1
4,270,464

4,073,000

400

⑤一般財源 4,110,088 3.7%

0.0%

4,402,525 4,263,260
9,000 7,204 73,000

4,411,5254,110,088
1

②年間所要時間

3.9% 4,146,000

支出合計（Ａ） 4,550,000 4,110,088 4,411,525

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

4,550,000

③地方債
④その他（使用料、雑入等）

収入合計 4,550,000

0.6% 63,000
488,000-0.5%

4,146,000
⑤その他 478,223490,000

4,270,464 3.9%
487,000 475,973

58,228
③工事請負費 0
④負担金補助及び交付金 82,000 57,853 66,000

決算増減率 当初予算額

1,654,128 1,685,000 1,657,488 0.2%
2,173,525 2,078,775 8.3%

1,712,000
1,883,000

100.0% 100.0100.0100.0

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 2,220,000 1,919,884
②委託料 1,758,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額

94.5% 3538.0 35.9

1,149,000997,802 1,149,000 98.2%1,128,597
10

16,666
13 130.0%

17,000
5

17,300 15,254 88.2%
３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

健康センター利用者 17,400
施設修繕箇所数 10 10

成
果
指
標

健康センター利用者数の割合（のべ利用者数／市民） 39.2 37.6
施設修繕実施率 100.0 100.0

光熱水費 1,149,000

計画

意       図
（成果指標）

円滑な運営により、利用者が安全に利用し、満足して利用できる施設となる。

25年度 26年度
計画 実績計画 実績 達成率

保健衛生費

市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 健康センターを適正に維持管理運営する。

対　   　象 健康センター利用者、健康センター施設

手       段
（活動指標）

効率的に施設維持管理事務を行う。

健康センター

継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

予 算 事 業 名 健康センター運営費 係　   　名 健康づくり係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 ０７６５－２４－３９９９

施  策  名 25　健康づくりの推進 目 健康センター費

衛生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 健康センター運営事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 25-１　健康意識の高揚

事  業  期　間 開始年度 昭和61年度 終了年度



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 回
③
① 人
② 人
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市民一人一人が主体的に健康づくりに取り組むことができるよう
に、地域組織や健康づくり関係団体と連携して、魚津市健康増進
プランを推進していく事が重要となる。

評
価
結
果

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない負担割合の適正化

自治体関与の妥当性

対象の妥当性
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

新規事業としてミラたん健康ポイント事業を実施し、市民に対して健康づくりの普及啓発に努めた。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ｂ

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

３ あり

妥　当　性 Ａ

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

1,600

8,753,652 17.8%

6 6

9,083,000

人
件
費 5,880,000 6,720,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 7,869,000 7,428,352 8,007,000

1,320 22.7%

5,544,000 5,880,000 6,804,000 22.7%円）（Ｂ）

1,400 1,620

①事務事業に携わる正規職員数 7

③人件費（②×＠ 4,200

7
1,949,652

1,478,000

1,400

⑤一般財源 1,210,352 5.4%

0.0%

1,453,000 1,275,652
71,000

2,127,0001,884,352
8

②年間所要時間

3.5% 2,363,000

支出合計（Ａ） 1,989,000 1,884,352 2,127,000

②県支出金 674,000 674,000 674,000 674,000 0.0% 814,000財
源
内
訳

①国庫支出金

1,315,000

③地方債
④その他（使用料、雑入等）

収入合計 1,989,000

1,222,000-19.1%
2,363,000

⑤その他 777,610788,000
1,949,652 3.5%

743,000 628,940

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

決算増減率 当初予算額

245,000 245,000 207,500 -15.3%
1,139,000 1,113,212 29.2%

235,000
906,000

92.3% 4,400
62.0 59.5 96.0% 63.0

4,0634,400

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 956,000 861,742
②委託料 245,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額

95.3% 4,0004,000 3,812

170
184

201 118.2%
200
170

200 179 89.5%
３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

健康づくり事業（教育）実施回数 110
食生活改善推進員独自の活動(集会)回数 170 168

成
果
指
標

健康づくり事業（教育）延べ参加者数 4,000 3,536

健康であると自覚している人の割合 73.5 61.5
食生活改善推進員延べ参加者数 4,000 4,373

計画

意       図
（成果指標）

健康に関する意識が高まり、自ら健康づくりに取り組むことができる。さらには家族の健康（他の世代の健康）も考
えることができるようになり、市民全体の健康増進が図られる。

25年度 26年度
計画 実績計画 実績 達成率

保健衛生費

市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市民の健康づくり意識を高め、総合的な健康づくりを推進するため、市民参加による健康づくり事業を実施する。
①平成18年度に作成した「魚津市健康増進プラン」の啓発、推進
②保健衛生推進員や食生活改善推進員などの健康づくりに携わる人材育成と活動支援

対　   　象 市民、主に40歳以上の者

手       段
（活動指標）

①健康講座や教室の開催及び保健衛生推進員や食生活改善推進員の養成と育成　②健康づくりの啓発：市広報、ホームページ、
CATV等のメディアの活用。ミラたん健康ポイント事業の実施。　③「国保保健事業」を市民課と連携して実施

健康センター

継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

予 算 事 業 名 健康づくり推進事業 係　   　名 健康づくり係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 ０７６５－２４－３９９９

施  策  名 25　健康づくりの推進 目 健康増進事業費

衛生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 健康づくり推進事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 25-１　健康意識の高揚

事  業  期　間 開始年度 平成18年度 終了年度


